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【如月から弥生へ！１年の締めくくりを確実に！】

十島村教育委員会教育長 木戸 浩

２月（如月）から３月（弥生）へ過ぎ去っていきます。渡り鳥の季節でもあ
り，十島村はたくさんの渡り鳥が各島を休憩地として，新たな目的地に向かっ
て行きます。それと同じように，今年は１５人の後期課程の卒業生が「島立
ち」をして，高校に進学していく予定です。前半は３月８
日（土）に，後半は１１日（火）に卒業式を迎えることに
なります。併せて前期課程６年生の修了式も実施しま
す。
本年度から義務教育学校として１つの学園になりまし

たので，卒業式は後期課程の9年生が対象となります。
後期課程の９年生がいない学園では，前期課程６年生の修了式を，１～５年
生の修了式の前日に実施する学園もあります。
同じく入学式も，前期課程の1年生が対象となります。前期課程１年生の

入学生がいない学園もありますが，新任式・始業式と同じ日に後期課程７年
生の進級式を実施することになっています。教育委員会告示と村長祝辞は新
１年生の入学式と，後期課程９年生の卒業式の時だけに送らせていただきま
すので，御理解ください。
実施の方法につきましては各島・学園の実情に合わせて実施していただく

ことにしてあります。昨年までは，小学校卒業式，そして中学校の入学式とい
う節目でもありましたので，心に残る素晴らしい式にしていただければ有り難
いです。

◇満杯まで水が注がれたグラス ～「満水状態」は危うし ～
満杯まで水が注がれたグラスには，それ以上の余裕はありません。ちょっと

した揺れで水はこぼれてしまいますし，こぼすまいと思えば，その扱いはとて
もシビアになり動きは不自然になりがちです。
もし７～８割しか注いでなければ，２～３割分は心に余裕をもつことができ

ます。限界ギリギリまで出し切ろう，締め切りギリギリまで先延ばししようとす
るより，７～８割の出来や先を見越した進捗を維持するぐらいの余裕をもって
おけば，残りの２～３割は自然とプラスに働くようになります。
今年度も残り僅かになりました。学園においては子どもたちへの指導にし

ても，私たち自身の気持ちが満水状態にならないよう，先を観て余裕をもち
ながら進めていただければと思います。
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南北１６０㎞「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

子ども会活動
季節の行事

僕の住んでいる中之島には、たくさん良いところがあり
ます。その中でも僕が特に良いところだと感じるところを三
つ紹介します。
一つ目は，「自然」です。中之島には，とてもきれいな海

と，大きな山があります。まず，中之島の海の中では，いろ
いろな魚を見つけることができます。例えば，アオブダイや
アカナオヤビッチャなどが見られます。また，中之島には「ト
カラ富士」という異名をもつ標高九百七十九メートルの御
岳が島の中央に雄大にそびえ立ち，島のシンボルになって
います。御岳に登るのは大変だけれど，頂上から見る景色
は絶景です。
二つ目は，「地域の方々」です。地域の方々に挨拶をした

ら必ず気持ちのよい挨拶をしてくださいます。また，フルー
ツや魚など島の産物をもらえることもあります。中之島のみ
かんや島バナナはとてもおいしいです。
三つ目は，「学校の給食」です。中之島学園の給食は学

校内で作られるため，いつも出来立てアツアツの食事を食
べることができ，栄養満点でおいしいです。また，献立にハ
ンバーグやパンなどがある時には，給食調理員さんの工夫
により，僕たちが食べやすいように，パンに切り込みを入れ
てくださいます。
僕の住んでいる中之島には，まだまだ良いところがたく

さんあります。雄大な自然や地域の方々の優しさに触れる
ことができる中之島―僕はこの島が大好きです。

十 島 村 で 学 ぶ

【僕の住んでいる島】
中之島学園７年 小原澤 洸己

令和６年1１月１６日 南日本新聞「若い目」

令和７年２月１４日 南日本新聞「若い目」

令和６年１０月２８日 南日本新聞「若い目」


